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 本論文では農業依存度が大きい SSA 諸国で農業に関する３つの主題、すなわち“補助金”、“関税”、
“援助”に焦点を当て、分析が展開されている。 
 
 論文は 7 章からなっており、第 1 章では、問題の内容、その背景、そして研究目的、論文の概要に
ついてまとめられている。 
 第 2 章では、研究対象である東アフリカの地理的特徴、経済、貿易について解説されている。 
 第 3 章では文献レビューが行われ、経済における農業の役割が論じられている。 
 第 4 章では、研究計画、研究方法、分析データなどの分析方法論が詳述されている。 
 第 5 章では、農業補助金の削減と貧し食料輸入国の運命について、農業補助金、輸出入貿易、食料
安全保障、補助金削減の利益などから言及されている。 
 第 6 章では、自由貿易地域における Unilateral な関税撤廃の衝撃が、FTA と関税撤廃の概念説明、
実験計画、関税撤廃による福祉変化に基づき説明されている。 





































以上、本論文では Sub-Saharan Africa を中心として補助金、関税、援助という側面からいくつかの
国が選出され、一般均衡モデル GTAP に多変量解析を援用し、またデータ解析にスロープダミーやイン
ターセプトダミー等を活用することで、FTA の効果と豊かな国々による関税率の排除、また農業補助
金の削減効果等が分析され、極めて示唆に富んだ結果が提示されている。 
本論文で示された分析手法、また明らかにされた内容は、今後 SSA 諸国（特にエチオピア）で新た
な農業政策を推し進める上で極めて有用であるものと判断される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
